
鈴いのちを寄る

火災の発生を防ぐために、

ストーブやこんろ等は

婁室賀寒の付いた機器を使用する

2

4火災を小さいうちに消すためIこ、

瀞火輔を綬覆し、
使い方を確認しておく

夢

ストーブの周りに

競えやすいものを掃かない

0の甜ント

こんろを使うときは

火のそばを

離れない

4

火災の早期発見のために、

住宅用火災管轄盤を定期的に点検し、

1 0年を目安に交換する

5消防 庁
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https://WWW,fd ma.go.j p/

お年寄りや身体の不自由な人は、

接魅曝露と遭魅方法を常に確保し、

傭えておく

コンセントはほこりを清掃し、

不必衰なプラグは抜く

火災の拡大を防ぐために、

邦屋を整理整頓し、

寝具、衣類及びカーテンは、

賄識晶を使用する

防火防災訓練への参加、

戸別訪問などにより、

増雄くるみの防火対策を行う

お聞合せ先

富士富市消防本部予防課

雷 0544葛22-1199 FAX 0544-22-1244


